
＜中学生用案内＞ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http://www2.iwate-ed.jp/kat-h/ 
交 通 機 関：（JR 釜石線）釜石駅下車 →（バス）平田方面「観音入口前」下車 →（徒歩）４分 

（三陸鉄道南リアス線）平田駅下車 → （徒歩）３７分 
 
Ⅰ 設置学科等 

 

 
Ⅱ 本校の目指す生徒像 

人格を尊重し陶冶することによって心身ともに健全な自己実現を達成し、社会の有為な形成者としてその

発展に寄与するたくましい人間の育成を目指します。 
 
Ⅲ 令和３年度の入学者選抜方法について 
 

１．推薦入学者選抜（令和３年１月２７日実施） 
   （１）定員 

募集学科 人数 
機 械 科 ４名 
電気電子科 ４名 
総合情報科 ４名 

 
   （２）推薦基準（全科共通） 

次の①～④の条件を満たした上で、⑤の条件のいずれかに該当する者  
① 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持つ者  
② 基本的な生活習慣が身に付いている者  
③ 当該学科への志望動機・志望理由が明確かつ適切で、入学後も意欲的な高校生活を送ることが

期待される優れた者  
④ 中学校３年間の欠席日数が原則１０日未満の者 
⑤ スポーツ、文化・芸術、生徒会、ボランティア等において顕著な成績を収め、入学後も意欲的

に活動する意志のある者で、次のいずれかに該当する者  
ただし、当該の活動を義務づけるものではない。 
なお、＜１＞～＜４＞は応募資格Ａに該当する。 
 
＜１＞スポーツ活動：  

県大会出場以上で選手として活躍した者、または、それと同等の実力のある者、もしく

は、入学後に硬式野球部、ラグビー部、なぎなた部、空手道部で３年間やり遂げる意志を

持つ者 
 

 校名：岩手県立釜石商工高等学校  
創立・開校記念日：平成２１年４月８日 
校 長 名：菊池 勝彦 
所 在 地：〒０２６-０００２ 

岩手県釜石市大平町３丁目２番１号 
電 話 番 号：０１９３（２２）３０３０ 
F A X 番 号：０１９３（３１）１５３３ 

課程 学科名 設置年度 令和２年度生徒数（５月１日現在） 
１年 ２年 ３年 

全日制 
機 械 科 

平成２１年 
３４名 ３２名 ３０名 

電気電子科 １９名 ２９名 ２１名 
総合情報科 ３６名 ３６名 ３７名 



        ＜２＞文化・芸術活動： 
県大会に出場した者または県レベルでの各種コンクールに入賞した者 
 

        ＜３＞生徒会活動：生徒会役員または各種委員長を務めた者 
        ＜４＞ボランティア活動：継続的に行った実績のある者   
 

（３）検査内容（全科共通） 
① 面接  

一次（個人面接１０分）、二次（個人面接１０分）  
② 作文  

提示されたテーマについて６００～８００字で自分の考えをまとめる（５０分） 
 
   （４）選抜方法（全科共通） 
      ① 調査書（１００点）  

「各教科の学習の記録」（１・２・３年の９教科の評定合計（各４５点）の１３５点を１００点に圧縮） 
      ② 実績（１００点）  

調査書及び志願理由書に記載されている実績  
③ 面接（１５０点）  
④ 作文（１００点）  

<合計４５０点> ※合計点をもとに、総合的に判断して選抜する 
 

２．一般入学者選抜（令和３年３月９日実施） 
   （１）定員（推薦入学を含む） 

募集学科 人数 
機械科 ４０名 

電気電子科 ４０名 
総合情報科 ４０名 

    
（２）Ａ選考・Ｂ選考・Ｃ選考の割合（全科共通） 

Ａ選考：Ｂ選考：Ｃ選考＝７：２：１ 
 

   （３）学力検査と調査書との比率 
Ａ選考 ５：５ 
Ｂ選考 ３：７  
Ｃ選考 ７：３ 
 

   （４）小論文・作文、適性検査、傾斜配点の実施の有無 
小論文・作文   なし  
適性検査     なし  
傾斜配点     なし 

    
   （５）新型コロナウィルス感染症対策として面接は実施しない。 
 
Ⅳ 特色ある教育活動 

生徒一人一人を理解し、個に応じた指導に取り組み、「よさ」を伸長させ、「進路達成率１００％」を目指す。 
 
１ 到達目標を定めた学力の定着を図り、資格取得の向上を目指す。  

♦シラバスを提示し、計画的できめ細やかな学習指導を行う  
♦生徒による授業評価を実施し、わかりやすい授業の工夫・改善に努める。  
♦資格取得に向けて指導計画を提示し、徹底した個別指導を行う。  

 
 



２ 望ましい勤労観・職業観を育成し、自己の人生設計を考える。  
♦体系的・系統的なキャリア教育を実践する。  
♦学科の学習を通して将来のスペシャリストとしての素質を身につけさせる。  
 

３ 社会性を身につけさせ、心豊かな人間を育成する。  
♦挨拶・言葉遣い、整容がきちんとできるように指導する。  
♦明るさをもった、協調性のある、コミュニケーション能力を発揮できる人物を育成する。  
♦規律を守り、他人を思いやる温かい心をもった人間に育てる。 

 
Ⅴ 校長からの一言 

 釜石商工高等学校は、機械科、電気電子科、総合情報科の３学科を設置し、工業または商業について学ぶ

ことができる総合的な専門高校です。 
 本校の特色は、①普通教科の他に専門教科（工業または商業）を学べること、②実習科目では実際の仕事

や作業に近い実践的な学習ができること、③就職に強く、多様な進学にも対応していること、④進路決定時

や卒業後に役立つ多くの資格が取得できること、⑤部活動が盛んなことです。様々な学習活動や特別活動を

通して、１年生の段階から将来の職業を意識し、社会人にとして、職業人として大切なことをしっかりと学

べます。 

 進路については、就職希望者のうち釜石・大槌地区の企業に例年６割を超える生徒が就職し、地域の復興

と発展に大きく貢献している学校です。 

 
Ⅵ 必要となる諸経費の概要 

＜令和２年度入学料・諸経費等＞ 
 機械科 電気電子科 総合情報科 備考 

入学料 ￥5,650  
諸会費（年間） ￥60,000 4 月～1 月 ￥6,000 の 10 回払い 

教科書 ￥12,946 ￥12,079 ￥9,401  

制服 男子 ￥39,220  
女子 ￥42,800  

体育用品代 ￥16,050 サイズにより金額が変動します 
入学時納入金 ￥21,000  

 
Ⅶ 公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ 

（１） 平成 26 年度から県立高校の授業料に高等学校就学支援金制度が導入されました。 
（２） この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりました。 
（３） 一定の所得未満とは、保護者の所得について、以下の算定式により計算した額が、30 万 4,200 円未 

 満の場合です（年間目安約 910 万円未満）。 
 【算定式】課税標準額（課税所得額）×６％ － 市町村民税の調整控除の額 

（４） 手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定ですが、制度 
について詳しくお知りになりたい方は、下記の文部科学省ホームページ「高等学校等就学支 
援金制度（新制度）について」をご覧ください。 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm 

 
【参考】県立高校授業料・通信制受講料 

    全日制（月額）9,900 円 定時制（月額）2,700 円 通信制（1 単位）190 円 


